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【 手 続 補 正 １ 】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 一 方 が 透 明 な 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 挾 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 前 記 一 対
の 基 板 の 一 方 の 基 板 に 複 数 の 行 配 線 と 該 複 数 の 行 配 線 に 交 差 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 列 配 線
と 、 複 数 の 共 通 配 線 を 有 し 、 前 記 複 数 の 行 配 線 と 複 数 の 列 配 線 の 交 差 部 付 近 に 第 １ の ア ク
テ ィ ブ 素 子 を 有 し 、 該 第 １ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 通 じ て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 に 画
像 デ ー タ に 応 じ た 電 圧 を 書 込 む 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 画 素 内 に 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 ， 第 １ の 画 素 電 極 、 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 を 設 け 、 前 記
第 １ の ア ク テ ィ ブ 素 子 の 一 端 子 を 前 記 第 １ の 画 素 電 極 に 、 他 の 端 子 を 列 配 線 に 接 続 し 、 前
記 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 の 一 端 子 を 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 に 、 他 の 端 子 を 前 記 共 通 配 線 ま た
は 前 記 画 素 電 極 の 書 込 み に 関 与 し な い 行 配 線 に 接 続 す る と と も に 、 液 晶 へ の 電 圧 書 込 み 期
間 に は 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 導 通 状 態 と し 、 保 持 期 間 に お い て は 前 記 第
１ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 高 抵 抗 状 態 と す る と と も に 、 画 素 に 隣 接 す る 列 配 線 の そ
れ ぞ れ に つ い て 、 前 記 列 配 線 と 前 記 第 １ の 画 素 電 極 間 の 容 量 と 、 前 記 列 配 線 と 前 記 第 ２ の
画 素 電 極 間 の 容 量 を 等 し く し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
少 な く と も 一 方 が 透 明 な 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 挾 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 前 記 一 対
の 基 板 の 一 方 の 基 板 に 複 数 の 行 配 線 と 該 複 数 の 行 配 線 に 交 差 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 列 配 線



と 、 複 数 の 共 通 配 線 を 有 し 、 前 記 複 数 の 行 配 線 と 複 数 の 列 配 線 の 交 差 部 付 近 に 第 １ の ア ク
テ ィ ブ 素 子 を 有 し 、 該 第 １ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 通 じ て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 に 画
像 デ ー タ に 応 じ た 電 圧 を 書 込 む 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 画 素 内 に 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 ， 第 １ の 画 素 電 極 、 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 を 設 け 、 前 記
第 １ の ア ク テ ィ ブ 素 子 の 一 端 子 を 前 記 第 １ の 画 素 電 極 に 、 他 の 端 子 を 列 配 線 に 接 続 し 、 前
記 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 の 一 端 子 を 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 に 、 他 の 端 子 を 前 記 共 通 配 線 に 接
続 す る と と も に 、 液 晶 へ の 電 圧 書 込 み 期 間 に は 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 導
通 状 態 と し 、 保 持 期 間 に お い て は 該 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 高 抵 抗 状 態 と す る
と と も に 、 前 記 画 素 の 列 方 向 の 中 央 付 近 に 前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 に よ
る 絶 縁 膜 を 介 し た 重 畳 部 を 設 け る と と も に 、 該 重 畳 部 を 中 心 と し て 、 前 記 第 １ の 画 素 電 極
と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 を 列 方 向 に 線 対 称 の 関 係 を な す 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 に よ る 重 畳 部 に 保 持 容 量 を 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 共 通 配 線 を 前 記 行 配 線 に ほ ぼ 平 行 に 配 置 す る と 共 に こ の 共 通 配 線 の 一 部 に 突 起 状 の シ
ー ル ド 電 極 を 設 け 、 該 シ ー ル ド 電 極 が 該 列 配 線 を 挟 む か 、 前 記 列 配 線 と 前 記 第 １ お よ び 第
２ の 画 素 電 極 と の 間 に 位 置 す る か 、 あ る い は 、 覆 う よ う に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら ３ に い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 共 通 配 線 は 、 メ ッ シ ュ 状 に 配 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 共 通 配 線 を 前 記 列 配 線 に 平 行 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
少 な く と も 一 方 が 透 明 な 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 挾 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 前 記 一 対
の 基 板 の 一 方 の 基 板 に 複 数 の 行 配 線 と 複 数 の 列 配 線 を 配 置 し 、 該 複 数 の 行 配 線 と 複 数 の 列
配 線 の 交 差 部 に 対 応 し て 画 素 を 配 置 し た 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
該 画 素 内 に 第 １ の 画 素 電 極 と 第 ２ の 画 素 電 極 を 設 け 、 該 画 素 内 に 第 １ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を
配 置 し 、 そ の 出 力 端 子 を 該 第 １ の 画 素 電 極 と 画 素 に 隣 接 す る 一 方 の 列 配 線 に 接 続 し 、 該 画
素 内 に 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 配 置 し 、 そ の 出 力 を 該 第 ２ の 画 素 電 極 と 隣 接 す る 他 方 の 列
配 線 に 接 続 す る と と も に 、 液 晶 へ の 電 圧 書 込 み 期 間 に は 該 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素
子 を 導 通 状 態 と し 、 保 持 期 間 に お い て は 該 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 高 抵 抗 状 態
し 、 隣 接 す る 列 配 線 の 差 電 圧 を 液 晶 に 印 加 す る こ と に よ り 画 像 を 表 示 す る と と も に 、
画 素 に 隣 接 す る 列 配 線 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 該 列 配 線 と 第 １ の 画 素 電 極 間 の 容 量 と 、 該 列
配 線 と 第 ２ の 画 素 電 極 間 の 容 量 を 等 し く し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
少 な く と も 一 方 が 透 明 な 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 間 に 挾 持 さ れ た 液 晶 層 と 、 前 記 一 対
の 基 板 の 一 方 の 基 板 に 複 数 の 行 配 線 と 複 数 の 列 配 線 を 配 置 し 、 該 複 数 の 行 配 線 と 複 数 の 列
配 線 の 交 差 部 に 対 応 し て 画 素 を 配 置 し た 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
該 画 素 内 に 第 １ の 画 素 電 極 と 第 ２ の 画 素 電 極 を 設 け 、 該 画 素 内 に 第 １ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を
配 置 し 、 そ の 出 力 端 子 を 該 第 １ の 画 素 電 極 と 画 素 に 隣 接 す る 一 方 の 列 配 線 に 接 続 し 、 該 画
素 内 に 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 配 置 し 、 そ の 出 力 を 該 第 ２ の 画 素 電 極 と 隣 接 す る 他 方 の 列
配 線 に 接 続 す る と と も に 、 液 晶 へ の 電 圧 書 込 み 期 間 に は 該 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素
子 を 導 通 状 態 と し 、 保 持 期 間 に お い て は 該 第 １ お よ び 第 ２ の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 高 抵 抗 状 態
し 、 隣 接 す る 列 配 線 の 差 電 圧 を 液 晶 に 印 加 す る こ と に よ り 画 像 を 表 示 す る と と も に 、 該 画
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素 の 列 方 向 の 中 央 付 近 に 該 第 １ の 画 素 電 極 と 該 第 ２ の 画 素 電 極 に よ る 絶 縁 膜 を 介 し た 重 畳
部 を 設 け る と と も に 、 該 重 畳 部 を 中 心 と し て 、 該 第 １ の 画 素 電 極 と 該 第 ２ の 画 素 電 極 を 列
方 向 に 線 対 称 の 関 係 を な す 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ の 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 に よ る 重 畳 部 に 保 持 容 量 を 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ８ の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
１ 行 を 構 成 す る 画 素 を 複 数 の 画 素 群 に 分 割 し 、 １ 行 に 対 し 、 こ の 分 割 数 に 等 し い 行 配 線 を
も う け 、 各 行 配 線 が そ れ ぞ れ 所 定 の 画 素 群 の 書 込 み を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示
装 置 。
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